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生命現象の鍵を握る生物活性物質を学ぶ

化学の魅力がより鮮明に伝わるであろう．
さて，本改訂版の最大の特徴は，第5

章として「生物活性物質化学の新展開」
という新たな章が加えられた点にある．
生物活性物質化学は，その単離・構造解
析に至るまでが一つの山場であるが，そ
の後標的が同定され作用発現に至るまで
の道筋が見えてきて初めてサイエンスの
体を成してくる．現在，多くの生物有機
化学者が足を踏み入れているこの難題へ
の挑戦状況を，本章で端的に紹介してい
る．生物有機化学は，今後，ケミカルバ
イオロジー，ゲノム科学，バイオイン
フォマティクスなどの新興科学と融合す
ることで，生物活性物質を軸とする生命
現象の解明を加速させていくであろうこ
とが理解できる．
将来，生命現象について有機化合物を
介した化学反応の総体として記述できる
日はやって来るのであろうか？ 生物の設
計図であるゲノムが解読され，ゲノムと
生命現象の相関関係が次々と明らかにな
る一方で，実際の生命現象をつかさどる
有機化合物の構造やそれらを介した化学
反応の実体解明はむしろブラックボック
スのように取残されている感がある．生
物有機化学研究のいっそうの進展が不可
欠である．生物有機化学の分野で新たな
生物活性物質の探索を目指す学生はもち
ろんのこと，生命科学を学ぶすべての学
生に推奨したい教科書である．
（東京大学大学院農学生命科学研究科
 高山誠司）

予測できるようになるから驚きである．
数多くの生物活性物質を，第3章の内

因性物質と第4章の外因性物質に分けて
機能面で分類して紹介しているのも本書
の特徴である．このように生物種を超え
て機能面で整理してみると，たとえば同
種の他個体間のコミュニケーションで使
われるフェロモン一つをとってみても，
その構造が生物ごとに実に多様であるこ
とがわかる．おのおのの生物が，さまざ
まな化合物を独自の制御システムに組入
れて進化させてきた実態を理解すること
ができる．
なお，本書には随所にコラム欄が設け

られ，生物活性物質研究に関するトピック
スが記載されていて興味深い．ビタミン
B1やジベレリンの発見など生物有機化学
の原型ともいうべき歴史的研究などに加
え，初版以降にノーベル賞を受賞された
下村 脩博士の蛍光・発光タンパク質研究
や大村 智博士の微生物創薬の話題などが
新たに加えられている．生物有機化学の
醍醐味は，それぞれの時代にさまざまな
苦難を乗り越えて生物活性物質を追い求
めた研究者のドラマにある．その意味で
は，もっとコラム欄を増やしてほしいと 

ころであるが，紙面の都合でやむをえな
かったのであろう．なお，この点に関して
は，同著者による『生き物たちの化学戦略
̶生物活性物質の探索と利用』という
研究の舞台裏を描いた単行本が東京化学
同人より発行されているので参照してい 

ただきたい．併せて読むことで生物有機

生命現象は，さまざまな有機化合物に
より制御されている．今さら言うまでも
ないことだが，それぞれの物質の化学構
造やそもそもの発見の経緯となると，案
外意識する機会は少ないのではないか？ 

本書は，生命現象の鍵を握る生物活性物
質について， 生命科学に携わる学生・研
究者が知っておくべき点を要領よくまと
めた教科書である．このたび， 最新の知
見を取入れた待望の改訂版が出版された．
本書では，まず第1章で，生物活性物
質を中心に展開する生物有機化学という
学問の流れについてわかりやすく概説し
ている．生命現象の発見，バイオアッセ
イ系の構築，単離・精製，構造解析へと
続く基本的な道筋に加え，改訂版では同
定された生物活性物質を起点とする作用
機構の解明に至る道筋についても記され
ている．重要な生物活性物質の発見が，
生命科学の新たな局面を開拓し，また社
会的革新技術へと結びつく過程も知るこ
とができる．
本書を読み進めると，生物活性物質の
構造の多様性に改めて気づかされる．化
学者はその精妙さに探究心を喚起される
のだが，逆にその複雑さに嫌気を覚える
学生もいるだろう．その点を意識して
か，次の第2章では生物活性物質の生合
成経路を概説している．どんなに複雑な
化合物であっても，小さな基本単位の積
み重ねによりできあがる様子が簡潔に記
されている．この章を読むことで，以降
に出てくる有機化合物の由来をある程度
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